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論　　文　　の　　要　　旨

　本論文では定義域，値域が共に複素ヒルベルト空問42の部分空間であるような線形変換を表す無隈行列のう

ち，対角成分の絶対値が無限大に発散し，非対角成分が有界であるような無限複素対称三重対角行列丁の単純

固有値の近似解法を述べ，誤差評価を行っている。

　本論文は4章から構成されている。第一章では固有値問題の対象としている行列のクラスを述べ，直接関連の

ある研究に触れている。第2章では，γの単純固有値をその物次主座小行列丁冊の固有値により近似して良いこ

とを示し，物→∞における収東性とともに極めて精密な誤差評価式を与えている。

　第3章では，第2章で得られた一般的定理の応用として，第1種ベッセル関数∫リ（。）について，複素数2≠O

を与えて零点リを求める問題，古典的境界値問題に現れる方程式4’リ（。）十町リ（。）＝Oについて，複素数尻2≠

○を与えてリについて解く問題が第2章で定義された行列の固有値問題として再定式化できることを示し，コン

ピュータ実験により数値的検証を行っている。さらに，後者の方程式において亙，リを与えて2≠Oについて解

く問題を同様の手法で解いているが，その正当性は先行研究によって保証されている（著者はこの先行研究の共

著の1人），また，これらの問題の解曲線族のグラフを描くことにより，問題の安定性に関する考察を行っている。

第4章では要約と結論を述べている。

審　　査　　の　　要　　旨

　本論文では，逆変換がコンパクトであるような無隈行列のうち，対角成分の絶対値が無限大に発散し，優・劣

位対角成分が有界である複素対称三重対角行列固有値問題をとりあげ，その単純固有値は有限次元切断行列の固

有値で近似できることを示すとともに精密な誤差評価式を得ている点を評価できる。さらにこれまでは知られて

いなかった特殊関数計算への応用を述べ，あわせて行列固有値問題応用の新分野を開拓している点も評価できる。

　よって，著者は博士（工学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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